
☆「三大改悪」案の審議進む（厚労省・介護保険部会）

－「利用料２割負担の対象拡大」で、預貯金を考慮 
 2025年11月20日（木）、厚労省の介護保険部会（第129回）が開催され、三大改悪案をふくむ「給付と負担の

見直しの審議」が行われました。 

 特に、利用料については、一定の負担上限を設けて２割負担の対象者を拡大するとともに、新たに加わる利

用者について、預貯金が一定額未満の場合は1割負担とする等の見直し案が提案されました（下記資料）。もし

実施されれば、現在の補足給付のように、要件を満たしていることを証明するために通帳のコピーなどの提出

を義務づけられることが想定されます。自治体の事務負担も増大します。いっそうの利用困難をもたらす問題

だらけの見直し案、必ず実施中止に追い込みましょう。 

★ 「利用料の2割負担の対象拡大」はマスコミも報じ始めており、次期見直しの大きな争点になります。現

在、緊急影響調査を実施しています。ぜひご協力をお願いします。（第ア-864号） 

「介護保険見直しに向けた緊急アンケート調査」の提出締め切りは１１月２９日（土）です。

第１２９回介護保険部会（２０２５年１１月２０日）資料より 

☆「１１.２０ 介護請願署名第1次提出集会」 

       －9万2263筆（民医連6万3042筆）の署名を提出 
 2025年11月20日（木）12時より、衆議院第2議員会館にて「介護保険制度の抜本改善、大幅な処遇改善を求め

る請願署名第一次提出集会」が開催され、Web参加を含め113名の参加がありました。介護請願署名を9万2263筆
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（うち民医連分は6万3042筆）、団体署名を496筆提出しました。 

 集会では、神奈川県社保協の根本隆さんの主催者挨拶のあと、「ケア社会をつくる会」の小島美里さんより

連帯挨拶があり「三大改悪のストップ、基本報酬の引き上げを全国の介護従事者と利用者が強く要望してい

る。実現に向けてご一緒に声を上げていきましょう」と呼びかけ

られました。その後集会に駆けつけた10名の国会議員から激励の

挨拶を受け、署名を提出しました（写真）。 

 提出集会のあと厚労省への要請が行われ（要請書別紙）、利用

者、事業者、労働者それぞれの立場から報告があり、東京・すこ

やか福祉会の猪瀬茜さんが、厚労省に対して訪問介護事業所のき

びしい現状が訴えられました。 

 最後に中央社保協の林信悟事務局長から行動提起があり、グル

ープに分かれて国会議員要請行動に取り組みました。 

☆１２月５日（金）午後、緊急院内集会が開催されます 

「ストップ！介護崩壊 

～許さない！「利用料2割負担、ケアプラン有料化、要介護1・2の介護保険はずし」～」 

★ オンラインでも配信されます。各地からの参加・視聴をお願いします（チラシ参照）。 

★ リレートークでは民医連からの発言も予定されています。 

● 介護保険制度改悪に待った！の大きな声をあげよう 

日 時：12月5日（金）14：00～16：00 

会 場：参議院議員会館 講堂 ＋ オンライン中継 

内 容：趣旨説明 上野千鶴子 

「炎天下の訪問介護・移動支援」厚労省要望提出報告 

    全国からの怒濤の抗議発言(リレートーク) 

    各政党議員からの発言 

    抗議声明 

主 催：ケア社会をつくる会 

● 申込み方法（Peatixから） 

オンライン申込み：https://webstopkaigohoukai.peatix.com 

会場申込み   ：https://yurusanaikaigohoukai.peatix.com 

お問い合わせ先 介護ウェーブ推進本部 

TEL：03-5842-6451     E-mail：min-kaigo@min-iren.gr.jp      全日本民医連事務局：栗原・若林 






